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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

今回お伝えしたいこと

カイゼンが停滞 ともに歩む品質文化 継続する仕組み

➢ 品質保証(QA: Quality Assurance)は開発を縛るものではなく、開発を支援する武器です。
➢ 本発表では、「ともに歩む品質文化」と「継続する仕組み」により、自律的・継続的な品質向上サイクルを

実現したプロセスを紹介します。

【今日のポイント】
・形骸化を防ぎ、カイゼンを循環させる「5ステップのプロセス」
・心理的安全性を確保し、信頼関係を築く「6つの工夫」
・体制変更やメンバー交代に左右されない「ともに歩む品質文化」の定着
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

自己紹介（簡単に）

１.所属

✓ オリックス生命保険株式会社 IT本部 / IT統制管理チーム

２.現在の担当業務

✓ IT統制管理チームで品質保証業務（工程完了判定・ガイドライン更新など）やプロジェクト支援

３.経歴

・2003年 Sier入社

✓ 7年間、消費者金融の保守開発。開発1年、顧客支援6年

✓ 13年間、生命保険会社のお客さま向けに、顧客支援9年、保守リーダー2年、プロジェクトリーダー2年

✓ 1年間、レンタル業界の新規PJの要件定義担当。

・2025年 オリックス生命保険株式会社 入社

4.専門分野、得意分野

✓ リカバリ、折衝、振り返り、心理的安全性

✓ ファーストペンギン、すべり芸、ソフトスキル

✓ 保有資格：PMP、PM、認定スクラムマスターなど
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

前提１．オリックス生命保険の「開発ガイドライン」

➢ 品質の底上げのため、2017年から開始
➢ エンジニアリング領域を開発ガイドラインとして定義し、IT統制管理チームが3か月に1回カイゼンを行っている

✓ IT関連投資に関してコスト・
便益・リスクを鑑み、総合的に
経営判断を行うためのガイド
やルールを策定する

✓システム開発、保守およびそ
れに付随する活動において、
標準化された成果物の作成
を行うためのガイドやルールを
策定する

✓ PJ計画の確立と維持、コミット
メントの確立と維持、計画に
照らした進捗の監視、是正処
置の実施および供給者合意
の管理を行うためのガイドや
ルールを策定する

ガバ
ナンス

マネジメント

エンジニアリング

活動領域 主管部門 成果物

IT本部

IT統制管理チーム

IT戦略管理チーム

•通達文書
•新稟議プロセス(旧Gate)説明資料
•付議資料テンプレート

• PJ管理方針、PJ管理資料テンプレート
(テスト品質管理基準含む)

IT統制管理チーム
•開発ガイドライン
(利用マニュアル、プロセス全体像、タスク一覧、
タスクフロー、成果物関連図、成果物テンプレート)ガバナンス、

マネジメント領域と
平仄を合わせる

稟議プロセス

テスト品質
管理基準

開
発
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
範
囲
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

前提２．オリックス生命保険の「工程完了判定」

➢ 品質の底上げのため、2020年から開始
➢ ウォーターフォールを基に工程完了判定を実施
➢ 「システム要件定義・外部設計・結合テスト・システムテスト」で工程完了判定を実施

※年間554件の判定を通じて、カイゼン点を継続的に発見している（件数は2025年度実績）

工程完了
判定開始

調査・企画

プロジェクト実行

外部
設計

移行・
展開

立
案

実行計画
(業務要件

＋システム要件) 総
括

モニタ
リング

リリース
判定

総括 モニタ
リング

方針稟議 計画稟議 実行稟議

内部
設計

製造
単体テスト

結合
テスト

システム
テスト

受け入れ
テスト

工
程
完
了
判
定

工
程
完
了
判
定

工
程
完
了
判
定

リ
ス
ク
レ
ベ
ル
の
判
定

工程完了
判定終了

工
程
完
了
判
定

案
件
情
報
の
提
出
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

Next Chapter

Chapter 2 年間を通じて実現したプロセスカイゼンの軌跡
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

カイゼン活動の全体像

➢ 毎年2月に来年度の年間計画に基づき、四半期ごとにテーマを設定
➢ カイゼン活動は特定の工程や成果物に限定せず、開発プロセス全体を俯瞰して、優先度が高いものから着手
➢ チームメンバー3名のスキルや経験を生かしながら、相互協力して推進

実行計画 回数
ステー
タス

2026年度

1Q 2Q 3Q 4Q

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 15 1 15 1 15 1 15 1 15 1 15 1 15 1 15 1 15 1 15 1 15 1 15

2025年度本番障害などを踏まえた工程完了判定のカイゼン 1回リリース 完了

開発ガイドラインのカイゼン（移行成果物関連） 1回リリース 完了

開発ガイドラインのカイゼン（テストモデル導入） 1回リリース 完了

開発ガイドラインのカイゼン（要件定義レビュー観点一覧導入） 1回リリース 実行中

工程完了判定ポータルサイト新設 1回リリース 実行中

開発ガイドラインのカイゼン（アジャイルQCガイド試験運用版） 1回リリース 実行中

開発ガイドラインのカイゼン（要件定義成果物関連） 1回リリース 未着

開発ガイドラインのカイゼン（バッチ設計書関連） 1回リリース 未着

開発ガイドラインのカイゼン（MSS要求事項関連） 1回リリース 未着

開発ガイドラインのカイゼン（結合テスト・システムテスト成果物） 1回リリース 未着

工程完了判定用アプリ導入 1回リリース 未着

開発ガイドラインのカイゼン（外部設計成果物） 1回リリース 未着

工程完了判定の実施（再発防止観点整理含む） 1年間 実行中
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

過去障害/
成功案件から
カイゼン点収集し
成果物を作成

ヒアリングをとおし
て開発者目線の
意見を反映

個別説明/研修
運用フォロー

ヒアリングで
カイゼン収集し
カイゼン一覧に

登録

背景・目的
前提・成果物
スケジュール
を定義

カイゼン成果物
分析・作成

有識者
レビュー

展開・定着 フィードバック
ストーリーボード

作成

カイゼンの進め方

➢ 開発担当者の知見を起点に、有識者と共創し、リリース後も進化し続けるカイゼンを5ステップで実現

【ポイント】
Step1：ストーリーボードで「背景・目的・前提条件・カイゼン成果物・中日程（詳細）スケジュール」を決定。

有識者に事前相談を実施。
Step2：過去の障害・成功案件を分析し、「開発担当者の知見」をベースにカイゼン案を作成
Step3：有識者を巻き込んで、「開発担当者目線」の意見を反映
Step4：リリースだけで終わらず、個別の問合せ対応や導入支援を継続的に実施
Step5：リリース後の工程完了判定で、カイゼン点を継続的にヒアリングし、今後のカイゼンにつなげる

Step1 Step2 Step3 Step4 Step5

※Step5 → Step1へ反映し継続的にカイゼン

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

（参考）ストーリーボード フォーマット

背景
(why)

カイゼン
概要

目的
(What)

カイゼン ドキュメント(Where)

対応要件

主要なマイルストーン（When）

有識者
(Who)

前提条件

インプットドキュメント(Where)
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

工夫① 心理的安全性の確保と開発者の負荷軽減

➢ 開発ガイドラインは「強制」するものではなく、開発者の道標
➢ 負荷を抑え、カイゼン（変化・変革）をメリットに感じてもらう

ポイント

・独自フォーマットも要素を満たせば許容

・チェック項目追加時は総量を増やさない

・使いやすさを優先してカイゼン（見やすさ・使いやすさ・軽さを最適化）

行動例

「カイゼンを導入することが当たり前に感じる」文化成果

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

工夫② 相手によりそった「提案」

ポイント

行動例

成果

➢ 工程完了判定で出すのは上からの「指摘」ではなく、ともに考えるための「提案」
案件特性・機能特性の上にある「相手の想い」に配慮したうえで選択肢を提供

日々のコミュニケーションを通じて、尊重しながら対話し、協調する。
例：後続で手戻りを防止するため、～についても記載を推奨します。

可能であればご検討ください。
※（私の）言葉の定義

対話：お互いの違いを認め合うこと
協調：共通の目的のために力を合わせて進むこと

「IT統制管理チーム（外部）とともに考える」文化

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

工夫③ 「現場」の声を取り込む

ポイント

行動例

成果

➢ 現場の感覚を感じとるために、普段から対話する機会を積極的に作る

・開発チームが発信する場（※）に参加し、必要なら追加のヒアリングを実施して  
「課題」や「カイゼン点」、「成功事例」へのヒアリングを実施。

・社員主導で実施している問題管理について伴走し提案・支援

※開発チームが発信する場
①KSS：Knowledge Sharing Session（ナレッジ共有会、事例発表の場）
②工程完了判定キックオフの実施（工程完了判定の進め方を教示する仕組み）

「IT統制管理チーム（外部）へ、要望を伝えやすい」文化
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

工夫④ 情報発信と活動の見える化

ポイント

行動例

成果

➢ 中長期の「カイゼン」計画を共有し「継続的にカイゼンしていく」ことを伝える
➢ カイゼン時は感謝と背景・目的を伝える

IT本部の定例会議で以下の情報を発信
・中長期の「カイゼン」計画を周知（P8:「カイゼン活動の全体像」参照）
・開発ガイドラインのカイゼン成果物リリースの説明
（P10:「ストーリーボード フォーマット」参照）

※定例会議：会社方針・プロジェクト進捗状況・その他の活動内容について、IT本部全体へ発信できる場。
IT本部メンバー全員が参加

「カイゼンを身近に感じ、カイゼンが当たり前になる」文化

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

工夫⑤ 研修支援

ポイント

行動例

成果

➢ IT本部全員に開発ガイドラインや工程完了判定の「背景・目的」を伝える

以下メンバーに「開発ガイドライン」と「工程完了判定」の研修を提供。
過去の歴史や各プロセスを説明する中で、「背景・目的」も伝える

・新入社員
・中途入社社員（弊社では多数を占める）
・初めてプロジェクトマネージャーやプロジェクトリーダーを担当する社員

「IT本部全員が背景・目的に共感できる」文化

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

工夫⑥ 信頼関係を築くための伴走支援

ポイント

行動例

成果

➢ 開発担当者は「多忙な中」、日々、課題に取組んで成果を上げようとしている。
同じ仲間としてリアルタイムに伴走する。
また、「相談したけど放置された」事例を作らない。

・体制変更やチームメンバー教育について支援
・社員主導で実施している問題管理について伴走し提案・支援
・重要プロジェクトに参画し、プロジェクトリーダーに伴走し提案・支援

「相談や提案が自然に行われる、信頼し合える」文化

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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オリックス生命保険株式会社
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Last Chapter

Chapter 3 カイゼンの効果と、未来への展望
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カイゼンの効果：定量評価

2023/4 派生開発用対応概要書 初版リリース
2025/7 派生開発用対応概要書 カイゼン版リリース

施策
（例）

ポイント
カイゼン施策の継続的な運用と、開発者との協働により、得られた成果

品質文化は品質保証チームだけでは作れない

➢ 開発ガイドラインの継続的カイゼンにより、過去と比較して着実に向上している
➢ 特に派生開発用の要件定義書など、上流工程成果物のカイゼンにより、要件定義工程からの品質も向上
※派生開発用対応概要書のカイゼン効果を評価するため、初版リリース後（2023年度）とカイゼン版リリース後（2025年度）で比較

全案件：1.2％
小規模案件：0.9％

全案件：0.6％
小規模案件：0.2％

全案件：0.8％
小規模案件：0.3％

全案件：0.8％
小規模案件：0.2％

▲2023年4月
派生開発用対応概要書（初版）
本番リリース

本番障害
発生率の推移

埋め込み比率：20％ 埋め込み比率：17％ 埋め込み比率：8％ 埋め込み比率：11％

定量
効果

要件定義工程
埋め込み比率

の推移

※小規模案件：500万以下

▲2025年7月
派生開発用対応概要書（カイゼン版）
本番リリース

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

ソフトウェア品質シンポジウム2026



19
Copyright © ORIX Corporation All rights reserved.

オリックス生命保険株式会社

※ テンプレートデザインの個別編集禁止

（参考）派生開発用の要件定義書など

要件定義工程における
欠陥の埋め込みの予防および

欠陥の早期検出

標準化することによる
効率的・効果的な継続的カイゼンの実施

➢ XDDP（派生開発に特化した開発方法論）の取り込みによる品質の作りこみを強化する

思い込みや勘違いの
問題の防止

XDDPの
取り込み

XDDP

USDM PFD

変更要求と変更仕様の階層構造での表現

さらに「before/after」で表現するというルールを

取り入れることで、変更の影響箇所の気付きを支援

XDDPは派生開発に特化した開発アプローチであり

USDMとPFDの技法の支援を受けている

変更要求
仕様書

トレーサビリティ
マトリクス

変更設計書

３点セットの成果物で思い込みや勘違いの問題を防止

【参考資料】
「派生開発」を成功させるプロセス改善の技術と極意 | 清水 吉男 | Amazon

[改訂第2版] [入門+実践]要求を仕様化する技術・表現する技術 -仕様が書けていますか? | 清水 吉男 | Amazon

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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カイゼンの効果：定性評価

➢ 「カイゼンを導入することが当たり前に感じる」文化
➢ 「IT統制管理チーム（外部）とともに考える」文化
➢ 「IT統制管理チーム（外部）へ、要望を伝えやすい」文化
➢ 「カイゼンを身近に感じ、カイゼンが当たり前になる」文化
➢ 「IT本部全員が背景・目的に共感できる」文化
➢ 「相談や提案が自然に行われる、信頼し合える」文化

成果

・新フォーマットが自発的に適用された
・体制変更後もカイゼン活動が継続された
・新しいプロセス（アジャイル開発・AI駆動開発）の相談をいただいた

実際の
変化

ポイント
品質文化は1日にしてならず

まずは品質保証側から相手を尊重しながら対話し、協調を進めていきましょう

➢ それぞれの工夫から得られた「成果」から、以下の変化も確認することができた

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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まとめと未来への展望

➢ 今回お伝えしたかったのは以下の内容でした。いかがでしたでしょうか。

「ともに歩む品質文化」と「継続する仕組み」により、自律的・継続的な品質向上サイクルを実現したプロセス

【ポイント】
・形骸化を防ぎ、カイゼンを循環させる「5ステップのプロセス」
・心理的安全性を確保し、信頼関係を築く「6つの工夫」
・体制変更やメンバー交代に左右されない「ともに歩む品質文化」の定着

➢ 「AI駆動開発」や「アジャイル開発」への取組みも継続して実施しております。
来年度のシンポジウムでも機会をいただけるよう、引き続き品質カイゼンに取組んでまいります。

カイゼンが停滞 ともに歩む品質文化 継続する仕組み

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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本発表に関するお問合せ先

オリックス生命保険株式会社

IT本部 IT統制管理チーム

有田 真康
masayasu.arita.px@ins.orix.jp

ご清聴ありがとうございました

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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